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外国と関わりを持つことによる中小企業への効果図表2

　

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
、
厳
し
い
経
済
状
況
が

続
く
な
か
、
中
小
企
業
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、

高
い
経
済
成
長
が
続
く
国
外
か
ら
の
事
業
機
会
を
取

り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
二
つ
の
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、輸
出
や
直
接
投
資
等
の
国
際
化
を
図
り
、財
・

サ
ー
ビ
ス
を
国
外
に
販
売
・
提
供
す
る
こ
と
。第
二
に
、

財
・
サ
ー
ビ
ス
を
国
外
に
販
売
・
提
供
せ
ず
と
も
、
国

内
に
お
い
て
外
国
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
だ
。

国
際
化
に
成
功
し
て
い
る
企
業
の
特
徴

　

国
際
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小
企
業
は
、
国
内

と
同
じ
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
国
外
に
販
売
・
提
供
し
て
い

る
企
業
が
多
い
。
な
か
で
も
国
外
で
市
場
シ
ェ
ア
を

確
保
で
き
て
い
る
企
業
は
、
現
地
企
業
か
ら
の
情
報

収
集
、
現
地
市
場
の
視
察
・
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い

る
企
業
が
よ
り
多
い
傾
向
に
あ
り
、
現
地
の
情
報
を

直
接
収
集
す
る
こ
と
が
、
国
際
化
の
成
功
要
因
の
一

つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
図
表
１
で
国
外
で
シ
ェ
ア
を
確
保
で
き
て

い
る
企
業
に
共
通
す
る
強
み
を
見
て
み
る
と
、
ア
ジ

ア
、
欧
米
と
も
に「
顧
客
対
応
」「
ブ
ラ
ン
ド
力
」が
上

位
だ
が
、
次
に
は
、
ア
ジ
ア
が「
価
格
の
競
争
力
」「
納

期
の
短
さ
」、
欧
米
は「
高
級
感
」「
希
少
性
」と
続
き
、

市
場
に
よ
り
異
な
る
。
中
小
企
業
は
、
自
ら
の
強
み

と
現
地
市
場
の
嗜
好
を
把
握
し
て
、
国
際
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

国
内
に
お
け
る
事
業
機
会
の
取
り
込
み

　

国
外
に
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
・
提
供
せ
ず
と
も
、

輸
入
や
外
国
企
業
等
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
、
外
国

人
観
光
客
に
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
・
提
供
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
国
内
に
い
な
が
ら
事
業
機
会
を
取

り
込
む
こ
と
も
で
き
る
。

　

中
小
企
業
が
国
内
に
お
い
て
外
国
と
の
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
は
、
今
後
、
国
内
外
の
経
済
の
シ
ー

ム
レ
ス
化
が
一
段
と
進
展
す
る
な
か
で
、
中
小
企

業
の
事
業
機
会
の
拡
大
・
多
様
化
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る（
図
表
２
）。

経
済
成
長
の
源
泉
た
る
中
小
企
業

　

本
年
度
の
特
集
は
、「
中
小
企
業
白
書
２
０
１
１
年
版
」の
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
日
本
経
済
が
持
続

的
に
成
長
す
る
た
め
の
中
小
企
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
本
号
で
は
、
前
号
の「
事

業
転
換
に
よ
る
企
業
の
成
長
」に
続
き
、「
国
外
か
ら
の
事
業
機
会
の
取
り
込
み
」を
採
り
上
げ
、
国
際

化
に
成
功
す
る
中
小
企
業
の
特
徴
や
、
先
進
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

第
２
回

国
外
か
ら
の
事
業
機
会
の
取
り
込
み
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～シェア確保企業、シェア非確保企業ともに、｢機能・性能の高さ｣の割合が最も高いが、シェア確保企業はシェア非確保企業と比較して、｢顧客対応｣、｢ブランド力｣の割合が高い。
また、アジアでは「価格の競争力」と「納期の短さ」、アメリカ又はヨーロッパでは「高級感」と「希少性」の割合が高く、市場に応じてシェア確保企業の強みが異なる～

知的財産(特
許･実用新案
等)を獲得した

32.0 30.0

21.4
16.8 16.4 15.3

10.8

2.1 2.6

14.4

70

90

50

30

10

80

60

40

20

0

80.1

46.0
36.3

24.4 23.0 18.6 18.6 16.6 13.6 11.6 10.8 5.8 0.8 0.8

72.5

26.0 24.4 29.9

12.1 13.4 14.5 17.9 12.9 9.4 14.1 8.5 5.8 1.8 3.5

84.6

43.9
34.1 38.2

18.7 12.2 17.9 16.3 13.8 17.9 21.1
7.3 11.4

0.8 0.0

72.9

20.5 18.7 29.0

13.4 12.3 16.7 14.7 12.4 12.2 12.5 6.3 9.1 0.8 4.0

30

10

50

70

90

20

40

60

80

36.0

機能･性能
の高さ 顧客対応 ブランド力 耐久性･

壊れにくさ
価格の
競争力

納期の
短さ

効果の
大きさ

多品種少量
生産対応

効果の
継続性 希少性 高級感 付属的な

サービス
日本の
文化･伝統 その他 分からない

資料：中小企業庁委託「国外市場の成長の取り込みに関する調査」（2010年11月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株））　
（注）1．現地での市場シェアの確保状況について回答した中小企業のみを集計している。　2．ここでいうシェア確保企業とは、市場シェアを「確保できている」と回答した中小企業をいう。　3．ここで
いうシェア非確保企業とは、市場シェアを「拮抗している」又は「確保できていない」、「分からない」いずれかに回答した中小企業をいう。　4．複数回答であるため、合計は必ずしも100にならない。

アジア

アメリカ又はヨーロッパ

～国内で外国との関わりを持
つことで、｢日本国内での取引
先が増えた｣、｢費用削減につな
がった｣といった売上面、費用
面での効果に加えて、「国外市
場の情報や海外ビジネスノウハ
ウが蓄積された」、「国外で財・
サービスを販売・提供可能にな
った」、「新製品開発につながっ
た」等の様々な効果を享受して
いることが見て取れる～

技術 ･品質
水準が向上
した

新製品開発
につながった

特に効果は
なかったその他

企業の認知
度･イメージ
が向上した

国外で財･サー
ビスを販売･提
供可能になった

国外市場の情報や
海外ビジネスノウ
ハウが蓄積された

日本国内で
の取引先が
増えた

費用削減に
つながった

資料：中小企業庁委託「国外市場の成長の取り込みに関する調査」（2010年11月、三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング（株））
（注）1．国内において、外国と何らかの関わりを持つ中小企業のみを集計している。 2．複数回答であるため、合計は必ずしも100にならない。

シェア確保企業とシェア非確保企業の自社の強みの比較図表1
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国外で財･サー
ビスを販売･提
供可能になった

国外市場の情報や
海外ビジネスノウ
ハウが蓄積された

日本国内で
の取引先が
増えた

費用削減に
つながった

資料：中小企業庁委託「国外市場の成長の取り込みに関する調査」（2010年11月、三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング（株））
（注）1．国内において、外国と何らかの関わりを持つ中小企業のみを集計している。 2．複数回答であるため、合計は必ずしも100にならない。

特集　ー 国外からの事業機会の取り込み ー



JFC 中小企業だより2012.2 910 中小企業事業

体
制
を
整
え
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

い
う
間
に
軌
道
に
乗
り
、
'70
年
代
に
か
け

て
年
間
400
万
丁
と
い
う
生
産
ペ
ー
ス
に
ま

で
も
っ
て
い
き
ま
し
た
」。

　

輸
出
前
は
１
億
円
以
下
だ
っ
た
売
上
高

は
、
'80
年
代
に
入
る
と
な
ん
と
18
億
円
に

も
迫
っ
た
と
い
う
。
果
敢
な
挑
戦
が
功
を

奏
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

価
な
家
庭
用
工
具
か
ら

高
付
加
価
値
な
プ
ロ
用
工
具
へ

安
　

こ
う
し
て
米
国
市
場
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
ん
だ
同
社
だ
が
、
あ
る
出
来

事
で
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。
そ
れ
が
'85
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
だ
。
１

ド
ル
250
円
か
ら
１
年
半
で
140
円
台
ま
で
急

激
に
円
高
が
進
行
。
値
上
げ
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
一
方
、
台
湾
や
韓
国
な
ど
の
技
術

レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
よ
り
安
い
製
品
も
出

回
り
始
め
た
。

　

こ
の
苦
境
に
、
ど
う
立
ち
向
か
え
ば
い

い
の
か
。
そ
こ
で
同
社
は
、
戦
略
転
換
に

打
っ
て
出
た
。
安
価
な
い
わ
ゆ
る
汎
用
品

を
数
多
く
作
る
少
品
種
大
量
生
産
か
ら
、

工
場
等
で
使
わ
れ
る
プ
ロ
用
工
具
を
作
る

多
品
種
少
量
生
産
に
切
り
替
え
て
い
っ
た

の
だ
。

　
「
常
に
販
路
開
拓
を
模
索
し
て
い
た
'80

年
頃
、
海
外
展
示
会
で
知
り
合
っ
た
ド
イ

ツ
の
会
社
か
ら
高
品
質
の
プ
ロ
用
工
具
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
り
、
試

作
品
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
実

際
の
取
引
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
３
年
か
か

り
ま
し
た
が
、
粘
り
強
く
続
け
た
こ
と
で

技
術
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」。

　

ド
イ
ツ
と
い
え
ば
、
作
業
工
具
の
製

造
技
術
で
は
世
界
一
と
い
わ
れ
る
国
。
そ

の
ド
イ
ツ
に
も
認
め
ら
れ
た
技
術
レ
ベ
ル

と
い
う
わ
け
だ
。
以
後
、
付
加
価
値
の
高

い
プ
ロ
用
工
具
に
特
化
し
て
い
っ
た
こ
と

が
、
価
格
競
争
か
ら
脱
却
し
、
世
界
へ
と

飛
躍
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

　
「
米
国
で
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
業
界
と

は
別
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
業
界
で
最
大
手

の
卸
会
社
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
ニ
ッ
パ
ー

を
納
品
し
て
い
ま
し
た
。
技
術
の
向
上
と

と
も
に
受
注
量
が
増
え
、
今
で
は
、
米
国

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
ニ
ッ
パ
ー
な
ら
当
社

製（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
含
む
）と
い
う
く
ら
い
、
圧
倒

的
シ
ェ
ア
を
握
っ
て
い
ま
す
」。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
ニ
ッ
パ
ー
が
主
に
使

用
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業
と
電
子
産

業
が
、
欧
米
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
新

興
国
に
広
が
る
の
と
同
時
に
、
同
社
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
用
ニ
ッ
パ
ー
も
需
要
を
伸
ば

し
、
現
在
で
は
、
世
界
24
ヵ
国
の
工
場
か

ら
の
リ
ピ
ー
ト
注
文
が
絶
え
な
い
と
い
う
。

　
れ
味
”に
込
め
ら
れ
た

　
職
人
の
技
と
こ
だ
わ
り

“
切

　

世
界
中
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
ニ
ッ
パ
ー
は
、
他
社
が

追
随
で
き
な
い
、薄
刃
で
シ
ャ
ー
プ
な
“
切

れ
味
”が
特
徴
だ
。
銅
線
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
切
断
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
工
場
で
は
工
員
が
１
日
に
何
千
回
も

切
断
す
る
の
で
、
切
れ
味
の
違
い
で
１
回

あ
た
り
の
作
業
に
0.5
〜
１
秒
の
差
が
出
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
鋭

い
切
れ
味
が
長
持
ち
す
る
こ
と
と
、
切
れ

味
に
バ
ラ
ツ
キ
の
な
い
均
一
性
で
す
。
工

場
で
使
用
し
た
場
合
、
当
社
製
の
耐
用
期

間
は
少
な
く
て
も
３
週
間（
５
〜
10
万
回

の
連
続
切
断
作
業
と
し
て
）で
す
が
、
粗

悪
品
は
数
日
で
ダ
メ
に
な
る
。
品
質
の
差

は
誰
が
見
て
も
歴
然
で
す
」。

　

こ
う
し
た
高
品
質
の
薄
刃
ニ
ッ
パ
ー
を

生
み
出
し
て
い
る
の
が
、巧
み
な
職
人
技
だ
。

　

１
つ
の
ニ
ッ
パ
ー
は
、
50
以
上
あ
る
細

か
な
製
造
工
程
を
経
て
完
成
す
る
。
さ
ら

に
、
左
右
２
つ
の
パ
ー
ツ
を
必
ず
ペ
ア
リ

ン
グ
し
て
加
工
す
る
独
自
の
製
造
法
も
導

入
。
刃
付
け
に
つ
い
て
も
、
Ｎ
Ｃ
加
工
機

で
１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
単
位
の
高
精
度

の
刃
付
け
を
し
た
う
え
で
、
最
後
に
熟
練

の
職
人
が
、
手
で
触
り
な
が
ら
一
つ
ひ
と

つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
仕
上
げ
を
行
う
。

　

海
外
に
生
産
拠
点
を
持
た
な
い
理
由

は
、
日
本
の
職
人
に
し
か
で
き
な
い
レ
ベ

ル
の
も
の
を
作
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
こ
の“
切
れ
味
”は
燕
三
条
の
職
人
レ

ベ
ル
で
し
か
作
れ
ま
せ
ん
。
切
れ
味
と
い

う
の
は
、
味
覚
と
同
じ
。“
感
性
”が
必
要

な
仕
事
で
、マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
三
ツ
星
シ
ェ
フ

で
も
、日
本
の
だ
し
の
味
は
出
せ
ま
せ
ん
。

食
文
化
が
違
う
か
ら
で
す
。
だ
し
の
よ
う

な
微
妙
な
味
付
け
、
つ
ま
り
単
に
切
れ
る

の
で
は
な
く
、
理
想
の
切
れ
味
を
追
求
で

き
る
の
は
、
忍
耐
力
の
あ
る
燕
三
条
の
人

間
な
ら
で
は
の
気
質
だ
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、若
い
者
へ
の
職
人
技
の
継
承
は
、

会
社
存
続
の
重
要
な
課
題
で
す
」。

　

１
ド
ル
360
円
時
代
の
'60
年
頃
、
米
国
の

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
目
を
つ
け
て
輸
出
を

始
め
た
の
が
、
ペ
ン
チ
や
ニ
ッ
パ
ー
な
ど

の
作
業
工
具
メ
ー
カ
ー
、
株
式
会
社
マ
ル

ト
長
谷
川
工
作
所
だ
。
今
で
は
ペ
ン
チ
・

ニ
ッ
パ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
国
内
最
大

手
。
輸
出
先
は
24
ヵ
国
に
及
び
、
主
力
製

品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
ニ
ッ
パ
ー
は
米
国

で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
輸
出
の
売
上

げ
が
全
体
の
５
〜
６
割
を
占
め
る
同
社
の

「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」ブ
ラ
ン
ド
は
、
国
内
よ
り

も
海
外
で
有
名
だ
。
だ
が
、
け
っ
し
て
順

風
満
帆
な
道
の
り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
急
激
な
円
高
や
新
興
国
の
台
頭
、
世

界
同
時
不
況
な
ど
、
幾
度
と
な
く
試
練
に

襲
わ
れ
た
。
同
社
は
、
ど
の
よ
う
な
施

策
に
よ
っ
て
難
局
を
乗
り
越
え
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
輸
出
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い

円
高
水
準
が
続
く
な
か
、
経
営
の
舵
を
ど

こ
に
向
け
て
切
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
っ
そ
国
外
へ
」そ
の
一
言
が

　  

海
外
展
開
の
き
っ
か
け
に

「
い

　

金
属
製
品
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
三

条
市
で
、
'58
年
頃
に
初
め
て
ペ
ン
チ
を
製

造
し
た
の
が
、
今
年
で
創
業
88
年
を
迎
え

る
マ
ル
ト
長
谷
川
工
作
所
だ
。
し
か
し
当

時
、
作
業
工
具
は
関
西
地
区
の
メ
ー
カ
ー

が
国
内
市
場
を
ほ
ぼ
独
占
状
態
。
販
売
活

動
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、

何
度
も
営
業
で
訪
れ
た
卸
業
者
に
、２
代

目
社
長
の
長
谷
川
藤
三
郎
氏
は
、こ
う
言

わ
れ
た
。

　
「
そ
ん
な
に
い
い
商
品
な
ら
、
い
っ
そ

国
外
へ
出
し
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
」。

　

体
の
い
い
断
り
文
句
が
、
逆
に
新
た
な

道
を
切
り
拓
く
こ
と
に
な
る
と
は
何
と
も

皮
肉
な
話
だ
が
、
こ
れ
が
米
国
に
販
路
を

求
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
こ
と
を
、
４
代
目
、
長
谷
川

直
哉
社
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
祖
父
は
、
と
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

の
あ
る
人
で
し
た
。
米
国
で
黎れ

い
め
い明

期
を
迎

え
つ
つ
あ
っ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
市
場

に
、
ペ
ン
チ
や
ニ
ッ
パ
ー
の
輸
出
を
始
め

た
の
で
す
。
最
新
設
備
を
導
入
し
て
量
産

職人技が光る薄刃ニッパーで
世界のマーケットを切り拓く

：株式会社マルト長谷川工作所
：新潟県三条市土場16-1
：代表取締役社長　長谷川 直哉
：1,000万円
：120名
：作業工具、理美容ハサミ・爪切り製造販売
：大正13年（1924年）
：http://www.keiba-tool.com/

三条市内にある本社工場

「当社製品の 切れ味 は燕三条でしか作れません」と話す、長谷川直哉社長。

社 　 名
本 　 社
代 表 者 名
資 本 金
従 業 員
事 業 内 容
会 社 設 立
ホームページ

創業期のペンチ（左）と現在の主力商品のプラスチック用ニッ
パー（右）。グッドデザイン賞をはじめ数々の受賞歴を誇る。

株式会社マルト長谷川工作所（新潟県三条市）事例紹介 ー海外販路開拓に挑戦する企業ー

熟練工の手による仕上げ作業。刃と刃の間に、蛍光灯にかざし
て光がもれるくらいの隙間を開けることにより、鋭い切れ味に。

事例紹介　ー 海外販路開拓に挑戦する企業 ー
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ッ
プ
自
ら
現
地
に
赴
き

　  

海
外
の
取
引
先
を
開
拓

ト
　

現
在
、
米
国
・
ド
イ
ツ
市
場
以
外
に
も

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
拡
大
し
て
い
る
同
社
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
海
外
事
業
を
展

開
し
て
き
た
の
か
。

　
「
進
出
当
初
は
、
商
工
会
議
所
等
を
通

じ
て
外
注
業
者
を
探
し
て
い
る
国
外
メ
ー

カ
ー
か
ら
、
お
声
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
で
す
ね
。
後
は
、
日
本
貿
易
振
興

機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）の
協
力
を
得
て
海
外
の

展
示
会
や
見
本
市
に
出
展
し
た
り
、
自
ら

現
地
に
足
を
運
ん
で
、
直
接
情
報
収
集
や

顧
客
開
拓
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　

基
本
的
に
は
、
１
国
１
代
理
店
主
義
で

専
売
契
約
を
交
わ
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
見

つ
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、
展
示
会
で
の
出

会
い
や
ジ
ェ
ト
ロ
等
の
紹
介
の
ほ
か
、
直

接
メ
ー
ル
が
来
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

米
国
に
販
売
を
始
め
た
当
初
８
種
類
だ

っ
た
工
具
は
、
い
ま
や
世
界
の
市
場
に
向
け

100
数
種
類
以
上
、
製
品
コ
ー
ド
別
で
は
実
に

1
、5
0
0
ア
イ
テ
ム
以
上
に
も
上
る
。

　
「
国
や
市
場
に
合
わ
せ
て
、
色
や
形
な

ど
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
変
え
る
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
箸
の
文
化
で
は
な
く

日
本
人
ほ
ど
器
用
で
は
な
い
ド
イ
ツ
人
向

け
に
“
滑
ら
な
い
グ
リ
ッ
プ
”
を
ド
イ
ツ

の
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
す
る
な
ど
、
基

本
的
に
同
じ
商
品
で
も
、
国
や
市
場
の
嗜

好
に
合
わ
せ
て
仕
様
を
変
え
て
い
ま
す
」。

　

ま
た
、
１
ド
ル
360
円
か
ら
今
日
の
76
円

台
ま
で
、
円
高
と
長
年
戦
い
続
け
て
き
た

が
、
昨
年
か
ら
為
替
差
損
が
生
じ
な
い
円

建
て
取
引
に
切
り
替
え
た
。

　
「
海
外
取
引
で
1
番
大
切
な
こ
と
は
、

『
リ
ス
ク
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
』
だ
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
円
高
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
今
日
申
し
出
て
明
日
か

ら
円
建
て
に
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
常
に
為
替
の
動
き

を
読
ん
で
先
手
を
打
つ
な
ど
、
辛
抱
強
く

交
渉
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
長

谷
川
直
会
長
。

造
現
場
の「
カ
イ
ゼ
ン
」で

徹
底
的
に
ム
ダ
を
カ
ッ
ト

製
　

さ
ら
に
、
コ
ス
ト
面
で
の
見
直
し
も
図

っ
た
。
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
多
品
種
少
量

生
産
だ
が
、
手
間
が
か
か
る
分
、
費
用
も

高
く
な
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
効

率
よ
く
生
産
す
る
た
め
、
ト
ヨ
タ
生
産
方

式
を
ベ
ー
ス
に
し
た
Ｍ
Ｐ
Ｓ（
マ
ル
ト
・
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
）と
い
う
独
自

の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
'95
年
か
ら
本

格
的
に
着
手
し
、
徹
底
的
に
ム
ダ
を
省
く

製
造
現
場
の「
カ
イ
ゼ
ン
」活
動
を
行
っ
て

い
る
の
だ
。

　

最
も
効
果
が
上
が
っ
た
の
は
、
金
型
を

交
換
す
る
鍛
造
工
程
の
部
分
だ
と
い
う
。

従
来
の
金
型
交
換
は
半
日
が
か
り
の
作
業

だ
っ
た
た
め
、
１
ロ
ッ
ト
６
０
０
０
丁
以

上
で
作
っ
て
お
り
、
常
に
膨
大
な
仕
掛
り

在
庫
を
抱
え
て
い
た
の
だ
。

　
「
現
在
は
、
一
人
の
作
業
員
で
６
分
40

秒
に
ま
で
短
縮
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

世
界
記
録
で
し
ょ
う
。
お
陰
で
改
善
を
始

め
た
と
き
に
96
万
個
あ
っ
た
仕
掛
り
在
庫

は
、
18
万
個
ま
で
減
少
。
仮
に
１
個
200

円
と
す
る
と
、
１
億
５
６
０
０
万
円
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
を
生
み
出
し
た
計
算
に
な
り
ま

す
。こ
れ
は
大
変
大
き
い
効
果
で
し
た
ね
」。

　

ほ
か
に
も
、
機
械
配
置
の
見
直
し
、
作

業
者
の
一
挙
手
一
投
足
の
標
準
化
な
ど
、

様
々
な
改
善
策
を
実
施
し
て
い
る
。

況
に
も
強
い
ニ
ッ
パ
ー
型
爪
切
り

で
経
営
の
安
定
化
を
目
指
す

不
　

こ
う
し
た
努
力
の
積
重
ね
の
末
、
輸
出

市
場
か
ら
安
定
的
に
収
益
を
上
げ
て
き

た
が
、
'08
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は

同
社
の
経
営
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
と
い

う
。
海
外
市
場
か
ら
の
工
具
の
注
文
が
激

減
し
、
一
挙
に
35
％
も
売
上
げ
が
落
ち
込

ん
だ
の
だ
。

　

そ
こ
で
長
谷
川
社
長
は
、
薄
刃
ニ
ッ
パ

ー
の
技
術
を
応
用
し
て
理
美
容
部
門
に
進

出
し
、「
ニ
ッ
パ
ー
型
爪
切
り
」と「
理
美
容

ハ
サ
ミ
」を
新
た
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加

え
た
。
不
況
の
影
響
を
受
け
に
く
い
製
品

で
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
の
が
狙
い
だ
。

　

な
か
で
も
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
ニ
ッ
パ
ー
型
爪
切
り
。

　
「
も
と
も
と
、
大
手
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
か

ら
、
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
優
良
顧
客
に

配
る
特
別
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
と
し
て
製
作

を
頼
ま
れ
た
の
が
、
商
品
化
の
き
っ
か
け

で
し
た
。
日
本
で
ニ
ッ
パ
ー
型
を
使
っ
て

い
る
人
は
わ
ず
か
６
％
、
そ
れ
以
外
は
お

な
じ
み
の
板
式
で
す
が
、
海
外
で
は
ニ
ッ

パ
ー
型
が
主
流
。
薄
い
刃
の
方
が
爪
が
切

り
や
す
い
の
で
、
当
社
の
薄
刃
技
術
が
活

き
て
き
ま
す
」。

　

国
内
で
は
、
女
性
、
子
供
、
高
齢
者
な

ど
対
象
者
ご
と
に
商
品
を
細
分
化
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
使
い
方
も
含
め
た
提
案

を
行
う
な
ど
、
営
業
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
「
現
在
の
製
品
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
深
堀

り
す
る
だ
け
で
は
、
こ
れ
以
上
の
成
長
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。
ニ
ッ
チ
市
場
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
開
発

し
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
出
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
」。

　

ま
た
、世
界
最
大
の
消
費
財
見
本
市
「
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
メ
ッ
セ
・
ア
ン
ビ
エ
ン

テ
」に
も
出
品
。
海
外
に
も
売
り
込
む
予

定
だ
。

　
「
ド
イ
ツ
で
は
、
日
本
の
床
屋
の
数
く
ら

い
、
爪
切
り
屋
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ー
ツ
を
履

く
の
で
、
足
の
ケ
ア
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
切
れ
味
の
良
い
当
社
の
ニ
ッ

パ
ー
型
爪
切
り
な
ら
、
プ
ロ
に
も
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」。

　

ま
た
、
都
内
の
一
流
ホ
テ
ル
に
入
っ
て

い
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
は
、
ギ
フ
ト
用
と

し
て
爪
切
り
、
眉
毛
カ
ッ
ト
、
耳
掻
き
等
の

８
点
セ
ッ
ト（
４
万
７
千
円
）が
売
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

い
ま
の
と
こ
ろ
、
理
美
容
部
門
の
売
上

高
は
全
体
の
１
割
近
く
。
だ
が
、
生
き
て
い

る
限
り
、
ど
ん
な
人
で
も
爪
や
髪
の
毛
は
伸

び
る
。
地
球
の
人
口
は
約
70
億
人
、
す
べ
て

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
れ
ば
、
爪
切
り
と
理

美
容
ハ
サ
ミ
は
果
て
し
な
く
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
商
材
と
い
え
そ
う
だ
。

庫
の「
新
事
業
育
成
資
金
」

を
活
用

公
　

こ
の
理
美
容
部
門
へ
の
進
出
に
際
し
て

は
、必
要
な
資
金
を
日
本
公
庫
で
調
達
し
た
。

　
「
新
事
業
育
成
資
金
を
お
借
り
し
ま
し

た
。
以
前
に
も
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
対
応

資
金
な
ど
、
公
庫
の
制
度
融
資
は
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
低
金
利
・
固

定
の
長
期
借
入
は
製
造
業
に
と
っ
て
は
大

き
な
サ
ポ
ー
ト
に
な
り
ま
す
ね
」と
長
谷

川
直
会
長
。

　

ま
た
、
自
社
と
同
業
者
の
平
均
財
務
デ

ー
タ
を
比
較
・
分
析
す
る「
財
務
診
断
サ
ー

ビ
ス
」も
活
用
し
て
い
る
。
こ
れ
を
基
に
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
財
務
改
善
な
ど
に
役
立
て
て
い
る
と

い
う
。

外
か
ら
の
売
上
で

長
き
に
わ
た
り
雇
用
を
確
保

海
　

資
金
と
同
様
に
重
要
な
経
営
資
源
と
な

る
人
材
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
は
、
日
本
が
一
番
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
に
は

優
秀
な“
職
人
”が
数
多
く
存
在
す
る
か
ら

で
す
。
世
界
中
に
、
農
民
、
商
人
は
い
る

が
、“
職
人
”は
そ
ん
な
に
い
な
い
。
人
の

気
質
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
工
程
の
中
で
育
っ
て
い

く
も
の
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

モ
ノ
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
人
材
は
、

コ
ス
ト
で
は
な
く“
人
財
”で
す
。
う
ち
は
、

120
人
全
員
が
正
社
員
で
、
派
遣
も
パ
ー
ト

も
ゼ
ロ
。
リ
ス
ト
ラ
は
１
度
も
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」（
長
谷
川
直
会
長
）。

　

当
社
が
、
激
動
の
時
代
の
な
か
、
長
年

百
数
十
名
の
雇
用
を
維
持
し
続
け
ら
れ
た

の
も
、
進
出
し
た
海
外
の
市
場
が
安
定
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
い
う
。

　
「
日
本
の
技
術
は
世
界
に
通
用
す
る
力

が
十
分
に
あ
る
。
ど
の
国
の
市
場
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
は
よ
く
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
高
付
加
価
値
型
商
品
が
売

れ
る“
可
能
性
”は
、
世
界
中
い
た
る
と
こ

ろ
に
広
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
」。

　

今
後
も
様
々
な
分
野
で
、
世
界
に
誇
る

“
マ
ル
ト
の
薄
刃
技
術
”
は
求
め
ら
れ
続

け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

マルト長谷川工作所に学ぶ

３つのポイント

日
本
な
ら
で
は
の
技
術
力
を
武
器
に

付
加
価
値
の
高
い
製
品
で
勝
負
す
る

1
製
造
現
場
の
徹
底
的
な「
カ
イ
ゼ
ン
」で

ム
ダ
を
省
き
、コ
ス
ト
削
減
を
図
る

3
ニ
ッ
チ
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
を
開
発
し

よ
り
求
め
ら
れ
る
市
場
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く

2

アンドンや作業時間を記した工程カ
ンバンなど、「カイゼン」活動で整備
された工場内。

不況の影響を受けにくい
製品として製造を始めた

「理美容ハサミ」（上）と
「ニッパー型爪切り」（下）。
薄刃ニッパーの製造技術
が活きている。

事例紹介　ー 海外販路開拓に挑戦する企業 ー


